
　
　
一
－
官
」
と
「
民
」
の
違
い
だ

ろ
う
か
。
世
界
を
ま
た
に
医
療

救
援
で
活
躍
す
る
二
つ
の
団
体

の
対
応
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て

い
た
。

　
岡
山
市
に
本
拠
を
置
く
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ

・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

は
、
ソ
マ
リ
ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
、

ル
ワ
ン
ダ
な
ど
二
十
力
国
以
上

で
活
動
し
て
き
た
。

　
　
「
神
戸
へ
行
か
な
い
の
か
」

　
「
医
療
チ
ー
ム
は
編
成
し
な
い

の
か
」
。
阪
神
大
震
災
の
発
生

当
日
、
菅
波
茂
代
表
の
も
と
に
、

登
録
す
る
医
師
か
ら
電
話
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
か
か
っ
た
。

　
国
内
の
出
動
経
験
は
な
い
。

だ
が
、
菅
波
さ
ん
は
即
座
に
派

遣
を
決
断
し
た
。
十
七
日
夜
に

は
神
戸
市
長
田
区
へ
入
り
、
救

援
を
開
始
し
た
。

　
国
の
特
殊
法
人
「
国
際
協
力

事
業
団
」
　
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
国
際

－

戸
入
り
は
、
遅
れ
る
こ
と
約
三

週
間
、
二
月
五
日
で
あ
る
。

ド
厄

緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
神
が
登
録
す
る
。
メ
キ
シ
コ
地
震

や
ニ
カ
ラ
グ
ア
地
震
な
ど
海
外
医
師
受
け
入
れ
に
は
、
厚
生
省

で
の
経
験
が
豊
富
だ
。
　
　
　
が
医
師
法
を
盾
に
難
色
を
示
し

　
活
動
は
国
際
緊
急
援
助
隊
派
た
。
受
け
入
れ
は
四
十
六
力
国

遺
法
で
、
「
海
外
で
の
大
規
模
　
・
地
域
に
と
ど
ま
っ
た
。

災
害
発
生
時
」
と
限
定
さ
れ
て
　
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

い
る
。
神
戸
派
遣
を
ど
う
ク
リ
リ
ス
は
当
日
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

ア
す
る
か
。
名
目
探
し
に
時
間
派
遣
を
申
し
出
た
。
ス
イ
ス
救

が
か
か
っ
た
。
つ
け
た
の
は
、
助
隊
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
即

　
「
海
外
出
動
前
の
訓
練
」
と
い
日
現
地
入
り
で
き
る
よ
う
二
十

う
理
由
だ
っ
た
。
　
　
　
　
四
時
間
体
制
を
取
る
。
し
か

　
外
務
省
は
「
今
回
は
例
外
中
し
、
被
災
地
入
り
は
そ
れ
ぞ

の
例
外
」
と
し
、
法
改
正
は
今
れ
二
日
、
五
日
、
一
週
間
後
。

後
も
不
要
と
い
う
。

　
　
　
□
　
　
　
□

　
外
務
省
に
よ
る
と
、
震
災
で

現
在
ま
で
八
十
の
国
・
地
域
・

国
際
機
関
か
・
り
救
援
物
資
や
援

助
隊
の
甲
し
出
が
あ
っ
た
。

　
各
省
庁
で
構
成
す
る
非
常
災

害
対
策
本
部
が
申
し
出
内
容
と

現
地
の
必
要
性
を
検
討
し
た
。

比
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
都
市
地
震
災
害
国
際
シ
ン
ポ
で
被
災
地
を
視
察
す
る
参
加
者
。
支
　
］

　
援
に
は
受
け
入
れ
態
勢
が
大
事
だ
＝
１
月
1
0
日
、
神
戸
市
長
田
区
　
一

▲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

正
は
難
し
く
、
柔
軟
な
運
用
で

対
応
す
る
し
か
な
い
」
と
話
す
。

　
　
　
□
　
　
　
□

　
昨
年
五
月
の
サ
ハ
リ
ン
地
震

で
、
菅
波
さ
ん
ら
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
救

援
活
動
に
当
た
っ
た
。

　
阪
神
大
震
災
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
フ
ラ
ン
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国
境

な
き
医
師
団
」
を
受
け
入
れ
、

震
災
特
有
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候

祭
殿
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
。
サ
ハ
リ
ン
で
そ
れ
が

法
や
前
例
、
こ
だ
わ
る
「
官
」

各
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
受
け
人
す
。
「
こ
れ
ま
で
海
外
の
援
肋
間
が
か
か
っ
た
」

れ
側
の
対
応
の
遅
さ
を
批
判
し
隊
を
受
け
入
れ
た
経
験
が
な
か
　
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。
現
地
で
本
当
に
援
助
が
　
国
土
庁
は
「
災
害
対
策
基
本

　
対
策
本
部
の
関
係
者
は
話
必
要
か
、
問
い
合
わ
せ
に
も
時
法
改
正
で
、
対
策
本
部
メ
ン
バ

Ｉ
を
各
省
庁
局
長
級
か
ら
閣
僚
生
き
た
。
医
療
行
為
は
、
法
律

に
引
き
上
げ
た
。
意
思
統
、
一
や
上
、
無
理
で
も
活
動
の
範
囲
が

迅
速
な
判
断
が
可
能
に
な
っ
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

た
」
と
し
、
外
務
省
は
「
法
改
　
十
月
に
は
、
民
間
団
体
と
支

援
組
織
「
7
2
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
立
、
国
内
の
大
規
模
災
害

で
救
援
活
動
に
当
た
る
。

　
菅
波
さ
ん
は
、
法
や
前
例
に

こ
だ
わ
る
「
官
」
に
、
す
ば
や

い
動
き
は
難
し
い
と
も
考
え
て

い
る
。

　
　
『
救
急
・
救
助
に
最
も
大
切

な
災
害
発
生
後
七
十
二
時
間
以

内
は
行
政
の
対
応
は
期
待
で
き

な
い
。
各
国
の
民
間
レ
ベ
ル
で

連
携
で
き
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
が
必

要
だ
」

　
十
二
月
中
旬
、
国
が
音
頭
を

取
っ
た
ア
ジ
ア
防
災
政
策
会
議

が
神
戸
で
開
か
れ
た
。

　
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
Ｊ
設
置

や
各
国
の
援
助
協
力
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
【
神
戸
防
災
宣
言
】

を
採
択
し
た
。
し
か
し
、
民
間

の
役
割
や
官
民
の
協
力
体
制
に

は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
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